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令 和 ５ 年 第 ２ 回 蕨 戸 田 衛 生 セ ン タ ー 組 合 議 会 定 例 会 

 

会  期  日  程 

 

至 令和５年５月１８日   

日程 月 日 曜日 開議時刻 会 議 名 議  事  内  容 

１ ５月18日 木 午前10時00分 本 会 議 ○開  会 

○開  議 

○議会運営委員会委員の選任につ 

 いて 

○継続審査に対する委員長報告 

○会議録署名議員の指名 

○会期の決定 

○管理者報告 

○管理者提出議案第７号の上程 

○管理者提出議案第７号の説明、 

 質疑、委員会付託、討論、採決 

○一般質問 

○閉会中の継続審査事項の委員会 

 付託 

○閉  会 
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蕨戸田組告示第２号 

令和５年５月１１日 

 

 令和５年５月１８日、令和５年第２回蕨戸田衛生センター組合議会（定例会）を

蕨戸田衛生センター組合議場に招集する。 

 

 

 

蕨戸田衛生センター組合 

管理者 賴 髙 英 雄 
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応招、不応招議員 

◇応招議員    １８名 

      １番 武 下   涼 議員     ２番 宮 下 奈 美 議員 

      ４番 今 井 陽 子 議員     ５番 古 川   歩 議員 

      ６番 本 田 てい子 議員     ７番 大 石 圭 子 議員 

      ９番 三 輪かずよし 議員    １０番 前 川 やすえ 議員 

     １１番 みうら 伸 雄 議員    １２番 宮 内 そうこ 議員 

     １３番 林   冬 彦 議員    １４番 古 屋としみつ 議員 

     １５番 本 田   哲 議員    １６番 酒 井 郁 郎 議員 

     １７番 三 浦 芳 一 議員    １８番 山 崎 雅 俊 議員 

     １９番 細 田 昌 孝 議員    ２０番 遠 藤 英 樹 議員 

 

◇不応招議員   １ 名 

      ８番 根 本   浩 議員 



 

 

 

 

 

令 和 ５ 年 第 ２ 回 

 

 

 

 

蕨戸田衛生センタ ー組合議会（定例 会） 

 

 

 

 

５ 月 １ ８ 日 （ 木 ） 
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令和５年第２回蕨戸田衛生センター組合議会定例会 第１日 

 

令和５年５月１８日（木） 

議事日程 

 １．開  会 

 ２．開  議 

 ３．議会運営委員会委員の選任について 

 ４．継続審査に対する委員長報告 

  ⑴ 議会運営委員会委員長 

 ５．会議録署名議員の指名 

 ６．会期の決定 

 ７．管理者報告 

 ８．管理者提出議案第７号の上程 

  ⑴ 議案第７号 蕨戸田衛生センター組合監査委員の選任の同意について 

 ９．管理者提出議案第７号の説明、質疑、委員会付託、討論、採決 

 10．一般質問 

 11．閉会中の継続審査事項の委員会付託 

 12．閉  会 
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令和５年５月１８日（木） 

◇出席議員 （１８名） 

   １番 武 下   涼 議員     ２番 宮 下 奈 美 議員 

   ４番 今 井 陽 子 議員     ５番 古 川   歩 議員 

   ６番 本 田 てい子 議員     ７番 大 石 圭 子 議員 

   ９番 三 輪かずよし 議員    １０番 前 川 やすえ 議員 

  １１番 みうら 伸 雄 議員    １２番 宮 内 そうこ 議員 

  １３番 林   冬 彦 議員    １４番 古 屋としみつ 議員 

  １５番 本 田   哲 議員    １６番 酒 井 郁 郎 議員 

  １７番 三 浦 芳 一 議員    １８番 山 崎 雅 俊 議員 

  １９番 細 田 昌 孝 議員    ２０番 遠 藤 英 樹 議員 

 

◇欠席議員 （１ 名） 

   ８番 根 本   浩 議員 

 

◇職務のため出席した者 

甲斐 基樹 書 記 長   

 

◇説明のため出席した者 

賴髙 英雄 管 理 者 小柴 正樹 嘱 託 

菅原 文仁 副 管 理 者 小谷野賢一 嘱 託 

奥田 純子 会計管理者 有里 友希 嘱 託 

渡辺 靖夫 事 務 局 長 香林  勉 嘱 託 

山本 義幸 次 長 安部 孝良 嘱 託 

木村 和正 総 務 課 長   
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令和５年第２回蕨戸田衛生センター組合議会

定例会会議録第１号 

 

令和５年５月１８日（木曜日） 

午前１０時００分開会 

 

◎開会と開議の宣告 

○細田昌孝議長 ただいまより、令和５年第

２回蕨戸田衛生センター組合議会定例会を

開会いたします。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

◎議会運営委員会委員の選任につい

て 

○細田昌孝議長 最初に、議会運営委員会の

委員の選任を行います。 

  蕨市議会選出議員の失職に伴い、議会運

営委員会委員１名が欠員となっております。 

  お諮りいたします。 

  議会運営委員会委員の選任については、

委員会条例第８条第１項の規定により、 

   ４番 今 井 陽 子 議員 

 を指名いたしますが、これにご異議ござい

ませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○細田昌孝議長 ご異議なしと認め、ただい

ま指名いたしました今井陽子議員を選任い

たします。 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

◎休憩の宣告 

○細田昌孝議長 ここで暫時休憩いたします。 

 

午前１０時０１分休憩 

午前１０時０４分再開 

 

◎再開の宣告 

○細田昌孝議長 休憩前に引き続き、会議を

開きます。 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

◎議事日程の報告 

○細田昌孝議長 本日の議事日程につきまし

ては、お手元にお配りしたとおりでござい

ますので、ご了承願います。 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

◎議会運営委員会委員長報告 

○細田昌孝議長 これより、議会運営委員会

委員長の報告を求めます。 

  議会運営委員会委員長 ７番 大石圭子

議員。 

〔７番 大石圭子議員 登壇〕 

○７番 大石圭子議員 おはようございます。 

  令和５年第２回蕨戸田衛生センター組合

議会定例会に関わる議会運営委員会をただ

いま開催いたしました。 

  初めに、令和５年度組合議会の日程につ

きまして議会運営委員会において改めて審

議し、さきに事務局で配付したとおり決定

いたしました。お手元にお配りしておりま

すので、ご確認をお願いいたします。 

  次に、会期日程案及び議事日程の決定事

項についてご報告申し上げます。お手元に

会期日程案及び議事日程をお配りしており

ますので、ご参照をお願いいたします。 

  最初に、会期日程でありますが、蕨市、

戸田市の日程並びに提出議案等を勘案し、

本日５月１８日の１日とすることに決定い

たしました。 

  次に、議事日程でありますが、審議の結

果、お配りいたしましたとおりであります

が、議案第７号につきましては人事案件で

ありますので、委員会付託を省略し審議す

る、以上のとおり決定いたしました。 

  最後に、組合議会における議員の服装に

ついて、現在、組合議会では見苦しくない

服装と規定しており、多様性を尊重するこ

とを目的に、本会議及び委員会での服装の
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自由化について、今後、議会運営委員会で

協議していくことに決定いたしました。 

  以上で議会運営委員会委員長の報告とさ

せていただきます。 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

◎会議録署名議員の指名 

○細田昌孝議長 次に、会議録署名議員の指

名を行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第８８条の

規定により、 

   ７番  大 石 圭 子 議員 

  １７番  三 浦 芳 一 議員 

 を指名いたします。 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

◎会期の決定 

○細田昌孝議長 次に、会期決定の件を議題

といたします。 

  お諮りいたします。 

  本定例会の会期は、ただいまの議会運営

委員会委員長の報告のとおり、本日５月

１８日の１日といたしたいと思いますが、

これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○細田昌孝議長 ご異議なしと認めます。 

  よって、本定例会の会期は１日と決定い

たしました。 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

◎管理者報告 

○細田昌孝議長 次に、管理者の報告を求め

ます。 

  賴髙管理者。 

〔賴髙英雄管理者 登壇〕 

○賴髙英雄管理者 おはようございます。 

  本日ここに、令和５年第２回蕨戸田衛生

センター組合議会定例会を招集申し上げま

したところ、議員各位におかれましては、

公私とも大変お忙しい中、ご参集をいただ

き、厚く御礼を申し上げます。 

  さて、今定例会でご審議いただく案件は、

人事案１件であります。慎重なるご審議を

いただき、ご同意をいただきますようお願

い申し上げます。 

  それでは、前定例会後の主なる事項につ

いてご報告を申し上げます。 

  最初に、令和４年度の余剰電力の売払い

と購入電力料金の削減の状況について申し

上げます。 

  組合では、ごみを焼却した際に発生する

熱で発電を行い、各施設の運転に使用する

ほか、余剰電力を売り払っております。こ

の余剰電力は、荏原環境プラント株式会社

に売電しており、令和４年度の売電量は

５６７万８，６０４キロワットアワーとな

り、基幹的設備改良工事開始前の平成３０

年度と比較いたしますと約４倍となりまし

た。これは、標準的な一般家庭の年間消費

電力の約１，９００世帯分となります。 

  また、売電金額については、１，０６１

万４，７５９円から約４．９倍の５，１６８

万８，６８０円となりました。 

  売電量増加の要因は、基幹的設備改良工

事に伴い、ごみ焼却施設の排ガス処理方式

などを、これまでのものより高効率であり、

また省エネルギー型に更新したことや、そ

の他の各種機器類についても、省エネルギ

ー型に更新したことによる効果であります。 

  このように、基幹的設備改良工事は、施

設の延命化だけでなく、ごみ焼却に伴うエ

ネルギーの有効活用、二酸化炭素排出削減

に加え、組合運営の財政面にも大きく寄与

することとなりました。 

  なお、各施設の基幹的設備改良工事前と

工事後の二酸化炭素排出量を比較いたしま

すと、ごみ焼却施設は３０．４％、し尿処

理施設は５９．２％、粗大ごみ処理施設は

１９．１％の削減となっております。 
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  また、施設の運転に係る高圧電力につき

ましても荏原環境プラント株式会社から調

達しており、東京電力に比べ基本料金が

１０％低額であることから、４８７万

７，７７８円の削減となりました。 

  売電分と調達分を合計いたしますと

５，６５６万６，４５８円が荏原環境プラ

ント株式会社との電力契約による経済効果

となっております。 

  次に、将来の施設整備の費用に充てる蕨

戸田衛生センター組合施設整備基金につい

て申し上げます。 

  基金の積立ては平成１９年度から開始し

たものであり、令和４年度の組合分担金の

積立て分１億円と運用分の利息を含め総額

１４億５，０８３万９，６２６円について、

７億５，０８３万９，６２６円を定期預金

とし、残りの７億円については、国債より

も金利面で有利な償還期間５年の地方債で

の運用といたしました。 

  地方債は、団体ごとの発行額が大きくな

いことから、埼玉県、千葉県、神奈川県、

大阪府及び横浜市の５団体が発行したもの

を購入、または予定しております。金利に

ついては、年０．１８８％から０．３０９％

となります。 

  なお、定期預金と地方債による運用益に

ついては、年間で約２２６万円を見込んで

おり、令和４年度の運用実績額の６４万

７，３５２円と比較し、大幅な増額を予定

しております。 

  次に、令和４年度のごみの搬入状況につ

いて申し上げます。 

  令和４年度の組合に搬入されたごみの総

量は、５万９，３８１トンとなりました。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大に反

比例するように、令和２年度以降、ごみの

総搬入量は減少を続け、コロナ禍以前の令

和元年度との比較では、３，０２０トン、

率にして４．８％減少しております。前年

度との比較では、１，２４７トン、率にし

て２．１％の減少となりました。 

  ごみの種類別搬入量の前年度比較では、

生活系可燃ごみは３万１，７６５トンで前

年度比７６５トン、率にして２．４％の減

少、不燃ごみは１，７１６トンで前年度比

１５３トン、率にして８．２％の減少、粗

大ごみは１，７４０トンで前年度比１３２

トン、率にして７．０％の減少となりまし

た。 

  なお、コロナ禍以降、大幅に減少を続け

ていた事業系可燃ごみにつきましては、１

万８，２５６トンが搬入され、令和３年度

決算時には前年度比５１７トンと大きく減

少していたものが、令和４年度は僅か１ト

ンの減少にとどまりました。 

  また、リサイクルプラザに搬入された各

資源物につきましては、コロナ禍以降、増

加傾向で推移していましたが、令和４年度

の搬入量は５，８３９トンで前年度比１７７

トン、率にして２．９％の減少に転じまし

た。 

  種類別の搬入量の前年度比較は、金属缶

類は８９２トンで年度比４８トン、率にし

て５．１％、ガラス瓶類は１，４１６トン

で前年度比４４トン、率にして３．０％、

プラスチック類は１，６７０トンで前年度

比１４０トン、率にして７．８％、それぞ

れ減少となった一方、紙類が７１８トンで

前年度比２２トン、率にして３．２％、ペ

ットボトルは１，１４５トンで前年度比

３３トン、率にして３．０％の増加となっ

ております。 

  令和５年度は、減少傾向が落ち着いた事

業系可燃ごみ、増加傾向から減少傾向に転

じた資源ごみの搬入状況を特に注視しなが
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ら、ごみの処理に支障を来すことのないよ

う対応してまいります。 

  なお、し尿処理施設への搬入は５，４１５

トンとなり、４９３トン、率にして８．３％

の減少となりました。し尿及び浄化槽汚泥

については、下水道整備の進捗により年々

減少となっております。 

  次に、新年度の主なる事項について申し

上げます。 

  まず、回収されました主な資源物売払い

の４月から６月分までの入札等の状況につ

いて申し上げます。 

  各品目の１キログラム当たりの単価は、

スチール缶５９円４０銭、アルミ缶２３８

円９２銭、ペットボトル６１円６０銭、

雑紙１２円１０銭、粗大ごみなどを破砕処

理し回収した破砕鉄は４６円４２銭、ごみ

を焼却した焼却灰より回収した焼却鉄は

２２円２５銭３厘となりました。 

  これを前年度同期と比較いたしますと、

雑紙は同額であったものの、スチール缶

で１３．１％、アルミ缶で２２．０％、

ペットボトル４３．３％、破砕鉄９．２％、

焼却鉄２１．７％と、主要な品目の全てで

前年度を下回りました。スチール缶及びア

ルミ缶が過去最高値を記録し、ペットボト

ルも過去３番目の高値を記録した前年同期

との比較では大幅な減少となっております

が、令和３年度及び近年の売却単価を上回

る状況となっております。 

  次に、主な委託契約について申し上げま

す。 

  まず、焼却施設の排ガス分析、作業環境

測定及び放射性物質濃度などの測定を行う

分析委託については、７社による入札の結

果、東京テクニカル・サービス株式会社埼

玉支店と８８６万６，０００円で委託契約

を締結いたしました。現在、各種サンプリ

ングを行っておりますので、分析結果が提

出され次第、ご報告申し上げます。 

  次に、ごみ焼却施設及びし尿処理施設の

施設運転管理等委託につきましては、

２億５，８７２万円で荏原環境プラント

株式会社と、粗大ごみ処理施設運転管理等

委託については、５，２７１万７，１７６円で

有限会社蕨環境整備センターと、ごみ処理

施設点検整備委託は、４億３，７１４万円

で荏原環境プラント株式会社と委託契約を

締結いたしました。 

  次に、ごみ焼却に伴い発生する焼却灰の

処分でありますが、安定した処理を行うた

め分散して行っております。 

  まず、ばいじんをセメントで固めた固化

灰は、埋立処分を２か所、土木資材として

の資源化を２か所とし、焼却炉の下から排

出される不燃物残渣は、土木資材などとし

て３か所で資源化を行います。 

  なお、処分先と処分費及び予定数量につ

きましては、まず固化灰の埋立処分は、青

森県三戸町に処分場を有する株式会社ウィ

ズウェイストジャパンと、運搬費を含め１

キログラム当たり３６円８５銭で予定数量

１，６００トン、山形県米沢市に処分場を

有するジークライト株式会社と、運搬費を

含め１キログラム当たり３６円３０銭で予

定数量１，７００トン、固化灰の資源化は、

埼玉県寄居町の彩の国資源循環工場のツネ

イシカムテックス株式会社と、運搬費を含

め１キログラム当たり４６円７５銭で予定

数量３００トン。 

  また、同社とは不燃物残渣の資源化も契

約しており、運搬費を含め１キログラム当

たり３３円５５銭で予定数量７００トン、

固化灰資源化の茨城県鹿嶋市の中央電気工

業株式会社とは、運搬費を含め１キログラム当

たり５８円３０銭で予定数量は３６２トン
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の処理を予定しております。 

  その他不燃物残渣の資源化は、栃木県日

光市の渡辺産業株式会社と、処理費は１キ

ログラム当たり２０円９０銭で予定数量

３００トンとし、運搬費については１キロ

グラム当たり７円７０銭、宮城県栗原市の

有限会社築館クリーンセンターとは、処理

費が１キログラム当たり１３円２０銭で予

定数量を９００トンとし、運搬については、

１キログラム当たり１３円２０銭で契約い

たしました。 

  以上、埋立処分が３，３００トン、資源

化分が２，５６２トン、合計で５，８６２

トンを予定しております。 

  なお、処分に当たりましては、関係自治

体と締結しております公害防止協定の内容

を遵守するとともに、毎年度、埋立処分場

及び資源化施設に職員が出向き、適正に処

理されていることを確認しております。 

  次に、し尿処理施設では、設備点検整備

委託を１，２８５万９，０００円で三機化

工建設株式会社と、リサイクルプラザ運転

管理委託については、１億４，２７９

万７，６００円で戸田リサイクル事業協

同組合と、リサイクルプラザ設備点検整備

委託は、１，３２０万円で極東開発工業株

式会社と、粗大ごみ再生等委託は、５７５

万４，７０８円で公益社団法人蕨市シルバ

ー人材センターと委託契約を締結いたしま

した。 

  また、リサイクルフラワーセンター運営

委託については、プロポーザルによる事業

者選定を行い、有限会社ハートフルフラワ

ーと５，３６４万２，７７４円で委託契約

を締結いたしました。 

  次に、主な工事関係の契約について申し

上げます。 

  ごみ処理施設関係では、設備の更新工事

を９，６８０万円で荏原環境プラント株式

会社と、焼却炉の耐火物の補修工事は、

１，７４９万円で東北窯炉株式会社と請負

契約を締結いたしました。 

  また、令和５年度、６年度の継続事業で

ある蒸気タービン更新工事は、４，８１８

万円で荏原環境プラント株式会社と請負契

約を締結いたしました。令和５年度の年割

額は、６０万５，０００円を予定しており

ます。 

  その他、各施設の運営に必要な業務委託

及び補修工事などの契約を締結し、施設の

運転計画に合わせ実施してまいります。 

  次に、再生家具展示販売について申し上

げます。 

  組合では、ごみのリサイクル、ごみの減

量化などを進める一環として、年３回、本

事業を行っております。本年度第１回目を

６月１２日から６月１７日に開催すべく準

備を進めており、通常の来場とインターネ

ットを利用した入札の同時開催を予定して

おります。 

  最後に、蛍の鑑賞会について申し上げま

す。 

  昨年度の鑑賞会は、蛍の生育状況が悪く

実施できず、今年度の開催に向け飼育を行

っておりました。昨年の８月時点では１万

５，０００匹以上の幼虫がふ化しておりま

したが、その後、寄生生物の発生によりほ

ぼ全滅の状態となっていまい、本年度も開

催ができない状況となりました。 

  蛍の飼育は、平成２６年度より開始、本

年度で９年目となり、第１回の鑑賞会は平

成２７年６月に開催しております。しかし、

本年度を含め、これまで生育不良により３

回、新型コロナウイルス感染症により１回

中止となり、実際に開催できたのは５回で

ありました。 
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  過去の鑑賞会では１，０００人余りの方

が訪れるなど、組合を地域の方に知ってい

ただく重要な事業でありましたが、生き物

の育成にはリスクが伴い、蛍を卵から育て

ることは大変難しいものであります。また、

組合として専門外の飼育を継続することの

負担も大きくなっておりました。 

  これらの状況を踏まえ、本事業は、これ

まで一定の役割を果たしたことを評価しな

がらも、ここで中止することといたしまし

た。 

  なお、今後につきましては、蛍の鑑賞会

に代わる地域貢献、地域開放など、地域の

方々に組合をより知っていただけるような

事業を改めて検討してまいりたいと考えて

おります。 

  以上申し上げまして、管理者報告といた

します。 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

◎管理者提出議案の上程 

○細田昌孝議長 これより、管理者提出議案

の上程に入ります。 

  今議会に提出された議案は、議案第７号

「蕨戸田衛生センター組合監査委員の選任

の同意について」の人事案１件であります。 

  以上、管理者提出議案を上程いたします。 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

◎議案第７号の説明、質疑、委員会

付託、討論、採決 

○細田昌孝議長 これより、議案第７号「蕨

戸田衛生センター組合監査委員の選任の同

意について」を議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  賴髙管理者。 

〔賴髙英雄管理者 登壇〕 

○賴髙英雄管理者 ただいま上程になりまし

た議案について、提案理由をご説明申し上

げます。 

  議案第７号「蕨戸田衛生センター組合監

査委員の選任の同意について」であります

が、現在、代表監査委員であります今井良

助氏が来る６月２０日をもって任期満了と

なりますので、引き続き今井良助氏を監査

委員に選任いたしたく、地方自治法第１９６

条第１項の規定に基づき、議会の同意を求

めるものであります。 

  以上で提案理由の説明を終わります。よ

ろしくご審議のほど、お願い申し上げま

す。 

○細田昌孝議長 以上をもって提案理由の説

明を終わりにします。 

  お諮りいたします。 

  本案は、質疑を終結し、委員会付託を省

略し、直ちに討論、採決に入りたいと思い

ますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○細田昌孝議長 ご異議なしと認め、さよう

決定いたしました。 

  討論を終結し、採決に入りたいと思いま

すが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○細田昌孝議長 ご異議なしと認め、討論を

終結し、採決いたします。 

  本案は同意することにご異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○細田昌孝議長 ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は同意することに決定いた

しました。 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

◎一般質問 

○細田昌孝議長 これより一般質問に入りま

す。 

  一般質問の通告がありませんので、一般

質問を終結いたします。 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
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◎閉会中の継続審査事項の委員会付

託 

○細田昌孝議長 次に、議会運営委員会委員

長から、会議規則第１１１条の規定により、

お手元に配付の閉会中継続審査事項表のと

おり、閉会中の継続審査の申出があります。 

  お諮りいたします。 

  本件は、申出のとおり、閉会中の継続審

査に付することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○細田昌孝議長 ご異議なしと認めます。 

  よって、本件は、申出のとおり、閉会中

の継続審査に付することに決定いたしまし

た。 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

◎閉会の宣告 

○細田昌孝議長 以上をもって本定例会の日

程は全部終了いたしました。 

  これをもって、令和５年第２回蕨戸田衛

生センター組合議会定例会を閉会いたしま

す。 

午前１０時２７分閉会 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
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